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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 ＜前回の記録と同程度もしくは上回った種目＞ 

長座体前屈、反復横とび、20m シャトルラン、

ソフトボール投げ 

＜前回の記録より下回った種目＞ 

握力、上体起こし、50m 走、立ち幅とび 

前回の記録と上回った種目と下回った種目が半々である。得意苦

手を作らずに満遍なく活動できるように体育のカリキュラム

を構成していく。 

 
＜前回の記録と同程度もしくは上回った種目＞ 

50m 走、ソフトボール投げ 

＜前回の記録より下回った種目＞ 

握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20m シ

ャトルラン、立ち幅とび 

多くの種目で前回の記録を下回る種目が多かった。休み時間の運動の

取り組みが浸透するように声をかけるとともに、体育の授業を中心と

して下回った種目に関して取り組むことができるようにしたい。 

 ＜全国平均よりも上回った項目＞運動（体を動かす遊びをふく

む）やスポーツへのいろいろな関わり方について、きょうみや関

心がある。運動（体を動かす遊びをふくむ）やスポーツへのいろ

いろな関わり方について、きょうみや関心がある（男子） 

女子は全体的に全国平均を下回っている。男子は、運動やスポ

ーツを見ることや支えることへの興味が低い。 

身体を動かすことは興味があり好きだが、関わり合う

ことやサポートすることを含めて体育の授業を通して

養う必要がある。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

  ○全国体力・運動能力調査データと本校調査データの経年比較 

○児童・保護者アンケートでの運動・生活習慣に関する項目からの検証 

○レバンガ北海道、エスポラーダ北海道、日本ハムファイターズの出前授業を実施 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

〇「課題探究的な学習」の推進を図り、自分

なりのめあてをもち、めあての達成のた

めの手立てを考える力を育てる。 

〇ICT(一人一台端末機)、GoPro を活用した

学習活動の充実を図り、自分の動きを客

観的に捉えながら、改善策を考える取組

を増やす。 

〇スポーツインストラクターの方々、出前

授業によるプロの選手・コーチの力をお

借りして、子どもたちが楽しく、安全に

学習ができるよう工夫していく。 

○専門家による出前授業の活用 

○食育の推進（栄養教諭による食育指

導・地産地消等の食と環境を結び付

けた学習等） 

〇長時間、テレビやインターネットを

視聴することによる弊害を家庭にも

発信していく。 

〇持久力を高めるために、日頃から継

続して運動する大切さについて、子

どもたちや家庭へ発信していく。 

○季節や気候等に合わせ、休み時間に体

を動かす遊びの励行（遊具を使った外

遊び、マット週間・跳び箱週間、チュ

ーブ滑り等の雪中での遊び等） 

○四季を通してできる活動（なわとび・

屋内外でのボール運動等）の「場づく

り」の充実 

○体つくりを推進するための環境整備

（ドッジボールコート、鉄棒補助器

具、体力テスト記録表、マット週間、

跳び箱週間などの体力向上を意識付け

る場の設置や掲示物） 

〇ＣＳを活用し PTAの協力を得なが

ら、休日等で、学校の施設を使って、

楽しく運動できる機会を増やす。 


